
ヒラリー・クリントンが“ウラニウム・ワン”取引で死刑

必至か 

ロシアとの癒着で大逆罪で裁かれる可能性 

 

 

【訳者注】善悪の感覚の完全に麻痺した、腐敗した、「国家の体をなさない」今の米政府で

は、この重大事件もうやむやになり、なかったことのように過ぎ去るかもしれない。最後の

ところで言っているように、もし民主党がこぞってヒラリーを庇うなら、そうなるだろう。

特に、4 日から始まる“アンティファ”の暴動が、彼らには非常に有難いはずである。彼ら

のプラカードには、「ペドファイルのバッシングはやめよ」と書いてある。今の米・英では

何が起こっても驚くことはない。 

 

 

Jay Greenberg, www.nnettle.com 

October 29, 2017 

 

 

 

ヒラリー・クリントンは、今、“ウラニウム・ワン”取引に関するロシアとの癒

着問題で、国家反逆罪、すなわち死刑を決められた犯罪によって、裁かれるもの

と思われる。 

http://www.nnettle.com/tags/hillary-clinton http://www.nnettle.com/tags/russia 

 

トランプ大統領の元副次官補によれば、クリントンは、この陰謀が明らかになっていくにつ

http://www.nnettle.com/
http://www.nnettle.com/tags/hillary-clinton
http://www.nnettle.com/tags/russia


れて、ほどなく、国家反逆罪で裁かれることになる。http://www.nnettle.com/tags/donald-

trump 

 

Fox Newsのニュースで Sean Hannityと話しながら、Sebastian Gorkaは、クリントンが

ロシアから賄賂を受け取ったことを証明する証拠は、今や彼女の起訴に十分であると述べ

た。 

 

論争の的となった Uranium One 取引の承認との引き換えに、受け取られたカネは、彼女

が、電気いす、致死注射、ガス死、銃殺刑、または絞首刑による、公開処刑の判決を受ける

のに十分だという。 

 

ワシントン・タイムズの報道によれば、「ロシア政府は、我が国の国家安全保障局に侵入し、

ウラニウム市場を独占し、そして彼らは成功した。そして彼らは犯されたすべての犯罪を知

っている」と、ハニー氏は報道した。 

https://www.washingtontimes.com/news/2017/oct/27/sebastian-gorka-suggests-hillary-

clinton-is-tried-/ 

 

「もしこれが 1950年代に起こっていたなら、たった今にも、国家反逆罪を叫ぶ人々が立ち

上がっていたでしょう。ローゼンバーグ夫妻――わかりますか？ これはローゼンバーグ

夫妻がやったことと同じで、この者たちは電気いす行きになりました。ちょっと考えてみな

さい！ 核兵器の材料を我々の敵に与えたのですよ。それが今の我々の話題です」と、Gorka

氏は応えた。https://www.washingtontimes.com/topics/sebastian-gorka/ 

 

結婚していた Julius と Ethel Rosenberg の 2人は、1951 年に、核兵器の秘密をソビエト

連邦に与えたことで、スパイ罪で有罪となり、2年後に電気いすで処刑された。 

 

ビデオ：https://youtu.be/jV0FPwDsJy0（ゴルカが、ヒラリー・クリントンの処刑をハニ

ーと論ずる） 

 

ゴルカ氏（47 歳）は、1 月から 8 月まで、大統領副次官補として勤めた。彼は、この役職

を辞任したが、トランプ政権は、彼の離職を別のカテゴリーに入れていると主張している。 

https://www.washingtontimes.com/topics/sebastian-gorka/ 

 

「セバスチアン・ゴルカは辞任したのでないが、ホワイトハウスにはもういないと私は確言

できます」と、ある政府高官は、彼がそこを去るとき言った。 
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ホワイトハウスの報道秘書 Sarah Huckabee Sandersは、金曜日午後、記者団に対して、

政府は、ウラニウム・ワン取引に関して「憂慮すべきことが大いにある」が、特にゴルカ氏

の言ったことについては、コメントを差し控えると言った。 

 

Michael McFaul、オバマ政権の駐ロシア大使（2012‐2014）は、ゴルカ氏が、トランプ氏

のかつての選挙戦のライバル、クリントン夫人の処刑を主張することによって、動揺してい

る人々の一人だ。 

 

「これは嫌悪すべきことだ」と、マクフォール氏は、木曜日、ゴルカ氏の言葉のビデオにつ

いてツイートした。「この男が最近までホワイトハウスで仕事をしていたとは、驚くべきこ

とだ。」 

 

下院共和党は、今週は早くに、情報および監視委員会が、2010年のウラニウム・ワン取引

の合同調査を始めると通告した。カリフォルニア選出 Adam Schiff、下院情報委員会の民主

党トップは、この調査は「単独党派で始められたもので」トランプ氏選挙へのロシアの介入

と言われるものに当てられた議会調査の焦点から、「注意をそらすことを狙ったもの」だと

言った。 


